
『西南アジア研究』No．61，2004

中国北部に居住したソグド人の石製葬具浮彫

影　山　悦　子

は　じ　め　に

　商業民族として名高いソグド人が，東方に移住し中国内地に聚落を形成していたことは周

知のとおりであるD。最近になってそのようなソグド人の墓が棺次いで発見され類題を集め

ている。1999年に階盗塁12（592）《導に没した虞弘の墓が太原で発掘され，翌年には北周大

象元（579）年に没した安伽の墓が西安で発掘され，墓誌銘から二人が北朝の高官であったソ

グド人であることが判明した。心室では精緻な浮彫と彩色をほどこした豪華な石製葬具が出

土した（図1，2）。織詰と安寧の墓で葬異が発見されたのを契機に，以前から知られていた

類似の葬異3点が見直されるようになった。また2003年に西安で発見された史君墓から同

様の葬具が発見され，翌年には個人蔵の葬具がギメ美術館に展示された。現在では合計7点

の看製葬具について中国内外の研究者によって多数の論文が発表され，また当該葬貝に関わ

る問題を議論する学会も開かれている2）。

　これらの葬具はすべて6世紀後半に製作されたと推定されているが，この頃ソグド人は北

朝内部において重要な役割を果たしていた。大統11（545）年に西魏の使者として突豚に派

遣された酒泉胡の一諾葉張は，ソグド人と遊牧民の関係が論じられる際にしばしば書及され

る（il周書』池下i伝）。東方のソグド人に関する従来の研究の多くは編纂史料に依拠していた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じか
が，相次ぐソグド人墓の発見により現在ではソグド人の直の資料を利用することができるよ

うになった。一連の葬具の図像には多種多様な情報が含まれており，図像を正しく読み解く

ことで，北朝期に高位にあったソグド人の生活，宗教，文化を明らかにすることができると

期待される。本稿では，7点の葬具がf発見」された経緯を概観し葬具の形態を示した上で，

葬具の図像に関わる最新の研究状況を紹介する。

1）　本稿は神戸禦外国語大学審査学位論文（博士）の一章を改訂したものである。本稿作成に当た

　り，森安孝夫先猛，杏田豊先生から貴重な助言を賜った。またβ糠敏雄先生は申陰1語論文を利用さ

　せて下さった。記して感謝する。

2）“Workshop◎n　Sogdian　tombs　in　China”，イェール大学，2002無4月21日；「中国の中央ア

　ジア人　　シルクm一ド來端の発見jMiho　Museum，2002年11月23日。“Les　Sogdiens　en
　Chine粟特人在中国”，中国團家図書館，北京，20G4奪4月23　一　25臼では史看墓の発掘報告及び

　岡墓出土ソグド文銘文についての発表（孫福喜・楊軍凱，沓田豊）と，2004年に公表された燗人

　蔵の葬貝についての発表（P．Riboud）があった。
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図1　虞弘繰出土石榔（『文物」2001／1）

図2　野塩墓出土石棺床囲屏（『文物』2001／1）
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1「発見」の経緯

　1　虞弘ee　・安伽墓の発見以前

　1958年G．スカグリアは，安陽出土と伝えられる3枚の石板の浅浮彫に胡眼を着た非漢民

族の姿が表されていることを丁丁し，その特殊姓に注意を喚起した。この石板は本来台座と

2点の門閥（屋敷の塀と門の模型，双三とも言う）と～組であったが，皐くに中国から流出

し欧米の博物館に分蔵された。詣時このような石板は他に例がなく，スカグリアは浮彫の図

像を唯一の手がかりとし，それが北斉において三保という官職についていたソグド人の葬異

であると推測した　［Scaglia　1958］。薩保とは北朝階唐政権が設置した窟職で，ソグド人聚

落と祇教徒の管理を委ねていたことが知られている3）。スカグリアの研究により，この石板

の重要性が認識されるようになったが，出土状況がほとんど不明であるために，問葬具の検

討は1994年まで行われなかった［Marshak　1994］。

　1992年にアメリカの古美術市場に非漢民族を表した11枚の石板と双閾が現れ，後に滋賀

県のMiho　Museumが所蔵するところとなった。　A．ジュリアノと」．ラーナーは，浮彫に表

された人物の容貌や服装，儀式の分析から本葬異とソグド人との関連を指摘した［Lerner

1995；Juliano／Lemer　1997a，　b］。長い闘一例しか知られていなかった安陽出土葬翼の類例

として注目を集めたが，一方で浮蹄に表された図像があまりに奇抜なために贋作ではないか

と疑う研究者もいた。また同じ年に甘三省天水市で出土した葬興が発表され，石板に西方の

風俗が表されていることが報告された　［『考古』1992／1：46－54］。しかし墓誌が判読不能

で墓主が知られず，また浮彫の園案が中国風であったためソグド人の葬翼として考察される

ことはなかった［バンプリング1995］。

　2　虞弘墓・安伽墓の発見

　はじめに述べたように，1999年に太療で，翌年西安で相次いでソグド入墓が発掘され，

浮彫と彩色をほどこした石製i葬具が出土した［『考古与文物』2000／6：28・一・35；『文物』

2001／1：4－25，27－52］。太原の門主虞弘（592年没）は字（旧藩）から，西安の三主三三

（579年没）は姓（安）から，ソグド人であることが知られる（後述）。さらに墓誌は虞弘と

安伽が，生前北周においてそれぞれ薩保府の官吏と薩保の職に就いていたことを伝える。前

述の通りスカグリアは，安陽葬異がソグド人の三保のものであると推定していた。ソグド人

聚落を管轄する立場にあった震弘と安伽の墓から，安陽葬具と類似した葬具が発見されたこ

3）　薩保（または薩宝，薩甫）はソグド語で「キャラバンリーダー」を意味するsartpawの音写形

　で［吉田1988］，その職務は北朝・三代においてはソグド人聚落の管理であったが，唐代になって

　祇教徒の管理に変化した〔荒川1998］。
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とで，スカグりアの推定が実証された。また二基の墓で発掘された葬具の浮彫が，Miho

Museum所蔵の浮彫と類似していたため，後者の真贋問題には決着がついた。

　3　虞弘墓・安伽墓の発見以降

　ニューヨークのShelby　White　and　Leon　Levyコレクションに入った2点の台座正面部

分が，ソグド人の葬具の一部として2002年に発表された。本稿では，2点のうちMiho

Muse穏m所藏葬具の台座部分と推定される1点のみを紹介する［Carter　20◎2：　fig．2〕。

　2003年夏には西安の安平墓の東2．2kmの地点で新たにソグド入の墓が発掘された。葬具

の外側は浮彫で飾られ，正面上部には漢文とソグド文の銘文が刻まれていた。漢文銘文によ

れば，墓主は平平（ソグド出身）で，四周の薩保をつとめ安野と岡じ579奪に没した〔『中

国文物報』2003／9／26；ゼ文物天地』2003／1114）。2004年4月には，Vahid　Koorosコレク

ションの石製四四がギメ美術館に展示され，その図像から中国に居住したソグド人の葬具で

あると考えられている〔Mus6e　Guime毛2004］。

ll　墓，石製葬具（石棺芳野屏・陽型石壁）

　1　墓と葬具の構造

　天水・太原・西安の墓の構造は，岡蒋代の漢人墓と同じである。西安の安伽墓と史君墓で

は，跨道，天井，過澗，雨道，墓室が発掘された。全長は各々35mと47。26　m。

　7点の下等はその外形から①囲屏付き棺床，②囲屏及び双蘭付き棺床，③家型の石榔に

分類される（①②は石棺床囲脾とも言う）。石棺床も石榔も北朝期に広く使用された葬舞で

ある。囲屏付き棺床は，当時の人々が使用していた群群と下風を石材で再現したもので，麟

屏の内測に騨風絵のように石刻が表される。屋敷の塀と門を模した双閥は，棺床の上の前方

に左右対称に置かれる。石下は，二二きの切妻屋根の家屋の形をしていて，建物の前壁外側

と，側壁及び後壁の内側または外測に園柄が刻まれる［長門1969；145－55；林2003］。

　河野道房によれば，北朝期の葬具に表された隊豫は「石刻線画」と呼ばれるが，文字通り

線を刻んだものの他に，版木のように背景部分を図案より一段彫り下げたものも含む。画題

には，漢の画像石の伝統を受け継ぐ昇仙図，二代以降に流行する孝子伝や列女帯を描いた孝

子図，墓主の日常生活を表す風俗図の3種類がある［蕾二七・凹凸2000：i16－7］。ソグド

人の葬輿浮彫との圏連が強い風俗園を表す葬具を挙げると，①大岡宋紹野墓石下②大同智

家墨石榔③久保惣記念美術館蔵石梢床囲騨④ボストン美術館丁寧懇石門⑥山東省青州北

4）　ソグド語銘文の解読は吉田によって発表された（本稿漉2参照）。それによればソグド文の内容

　は漢文とほぼ岡じである。
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斉石板⑥河南省沁陽県西向墓石棺床囲屏⑦天理参考館・サンフランシスコ美術館分蔵臨

屏⑧洛陽古代芸術館磁石糖二心屏⑨洛陽出土囲屏2組⑩C．T、　Loo旧蔵石棺床囲屏があ

る5）。

　ソグド人の葬異の構造が，岡時代の漢民族のものを模倣していることは書うまでもない。

ソグド本土のソグド人は，ゾロアスター教の教義に従い，遺体を鳥や犬に食べさせ，残った

骨を解体してオッスアリと呼ばれる土器に納めていた。新彊ウイグル自治区では，ソグド人

のオッスアリと推定される納骨器が出土しているが6），中國内地ではオッスアリであると確

実に雷える資料は今のところ見つかっていない。

　中国北部でソグド人の墓が発掘されたのは虞鋤彫が初めてではなく，以前にも一夏回族自

治区雛源で階から初唐のソグド人一族の墓が発掘されている7）。しかし，墓の構造と壁画は

岡時代の漢人墓のものとなんら違いがなく，葬翼や謝葬品の中にもソグド人の墓であること

を示す資料は含まれていない8＞。これに対して本稿で取り上げる7点の葬具では，浮彫の技

法及び内容において漢人墓葬具との違いは歴然であり，ソグド人独需の文化や風俗を映し出

していると考えられる。これらの葬具の浮彫は，中国内地の聚落に二佐したソグド人の宗教，

生活の一一端を知るための格好の資料でありその重要姓ははかりしれない。

　2　ソグド人石製葬具一覧

以下7丁目葬異を「発見」順に挙げ，それぞれの資料の出土地・年代，葬具の形態・サイ

ズ，葬具の装飾等を記す。

・河南省安陽出土石棺床幽屏

　　推定される出土地・年代：河南省彰徳府（安陽付近）・北斉

　　葬　　輿：二三正面（高60，長234）9），同測面2点（高20，長96）以上フリーア美術

　　　　　　　館蔵；双閾（高71。5，長74．0）ケルン東アジア美術館蔵；石板左（高50，

　　　　　　　長90）ギメ美術館蔵；同正面左（高64．7，長l15．8），同正面右（不明）以

　　　　　　　上ボストン美術館蔵；石板七二は欠損，石灰岩

5）①②r文物』2001／7（石刻ではなく壁画）③④曽布lll・岡田2000：図62，63，319，図66⑤鄭

　2001⑥⑦⑧林2003⑨寒明撮編著『洛陽北魏世俗石刻線醐集』1987，北窟，図87・一・89，図99⑩

　長廣1969：1＊］39－42．

6）影山199Z　この論文でカラシヤール出土とした納骨器はクチャで出土した可能性が高い。また

　クチャで出土したもう一点の納骨器もオッスアリであると推定される。これについては騎馬を準

　傭している。

7）羅豊r闘原南二階唐墓地』王996；『唐三道洛墓』2000；Juliano／Lerner　2001b所収の羅豊Luo

　Feng論文（239－45）と図版解説（nes．80，　83　一　92）．

8）　副葬品の中にはササン朝のコインや装身具等，西方伝来のものが含まれるが，そのような遺物

　は漢人墓からも出土している。

9）　単位はcm。
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　葬具装飾：棺床正面・双閥の外側と開口部・パネル9枚に浮彫

　図版：Scaglia　1958；曽布川・岡田2000：pl．　27

。MihQ　Museum・Shelby　White　and　Leon　Levyコレクション分蔵石棺床囲屏

　推定される出土地・年代：北斉

　葬　　具：棺床正面（高46．9，長210．8／202．7）White　aRd　Levyコレクション；双三

　　　　　　（高約50，eS　53．3，56），石板11点（高約60，長：25．4－53。4）以上Miho蟹use－

　　　　　　um蔵，白大理石

　葬具装飾：棺床正面・双閥の外側・12枚のパネルに浮彫と彩色

　図　版：Juliano／Lemer　1997a，2◎01a：fig．5

・甘粛省天水市出土石棺床醗屏（天水甫博物館蔵）

　出土状況：1982年6月天水市郊外

　墓　　誌：判読不能，北周または階（推定）

　i葬　　異：全体（高123，長218，幅H5），石板11枚（高87，長30－46，厚5），花廟

　　　　　　智

　葬具装飾：棺床正面・11枚のパネルに浮彫と彩色

　副葬品：未盗掘，石製伎楽備5体，石枕，金の髪留め，鋼鏡陶器

　図　　版：『考古』1992／1；Juliano／LerRer　2001b：304　一　i3

・山西省太原市出土三二二二榔（二二省考古研：究所蔵）

　出土状況：茎999年7月太原市南下習源区

　墓誌（漢文）：虞弘の墓誌と妻の墓誌（後者は一回分を除いて未発表）。虞弘は魚圏の出。

　　　　　　柔然・北斉・北周・階に仕える。北周大象（579－80）末に井州・代州・介

　　　　　　州の検校薩保府の窟吏になる［栄2004：12］。階開塁12（592）年埋葬。享年

　　　　　　59。妻は同17（597）年に没し，翌年埋葬。魚国がどの地域にあったかは議

　　　　　　論の的になっているが，字「莫藩」はソグド人名Makhfarn「月下の栄光」

　　　　　　の漢字音写であり，虞弘はソグド人だったに違いないe吉田・影tk　2002］

　葬　　具：全体（長295，幅220，高217），石板9枚（高96，幅47－102．5），石柱と柱

　　　　　　礎5組，白大理石

　葬貝装飾：基壇正面と側面に浮彫と彩色，岡背面に彩色画（浮彫なし），石榔前面外

　　　　　　側・丁丁面及び背面の内側に浮彫と彩色，同側面及び背面の外側に彩色藏

　　　　　　（浮彫なし）

　副葬品：被盗掘。桶，碗，灯台など80点以上

　図　版：『文物』200i／1；張2003b；栄・張2004：80－8；『太原晴代虞；弘；墓発掘報告』

　　　　　　（三朝予定）

・陳西省西安市出土二丁墓石棺床囲碑（陳西省考古研究所蔵）

出土状況：2000年5月西安市北郊未央区，漢長安城（聯北周の都城）の東3．5km
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　墓誌（漢文）：安伽は姑賊（武威）の出。北周時代に岡州（陳酉省大蕩）薩保に任命さ

　　　　　　れた。北周大象元（579）年に死去し埋葬。享年62。妻の記載無し

　葬　　具：全体（長228，幅103，高117），囲屏捌面（編93（左），102（右），高68），

　　　　　　正面（幅205，高68），青石灰岩

　葬具装飾：樒床正面・側面・12枚のパネル・墓門訴額（高66，長128）に浮彫・彩

　　　　　　色・貼金

　翻葬品：未盗掘。ベルトの金翼（青銅製，鍍金）。第3，4天井下部に愚痴（武人像）

　図　　版：陳西省考古研：究所2003

・陳西濾紙安市出土史君墓石梛（西安市文物保護考古所蔵）

　出土状況：2003年6月西安市北郊未央区，漢長安城の東5．7km

　墓誌（石梛の正面上部の石板に，漢文とソグド文）：四隅は史姓（キシュ出身，現シャ

　　　　　　フリサブズ），涼州薩保，北周大象元（579）年没，享年86。妻は康姓（サ

　　　　　　マルカンド出身），大象2年合葬（以上漢文銘文による）

　葬　　貝：石棚1（長246，幅155，高158），石榔内部に石棺床（長200，幅93，高20）

　葬具装飾：基壇の四周・石榔四壁外側に浮彫。彩色と貼金の痕跡有り

　副葬品：被盗掘。金の指輪，金貨，金の飾り。石榔内側に壁画の痕跡

　図　版：楊2003，2004；栄・弓長2GO4：59－65，細部の写糞1ま未発表

・Vahid　Koorosコレクション石棺床二二

　推定される出土地・年代：出土地不明，6世紀後半（類例からの推定）

　葬　　具：棺床（長233，幡115，高30），棺床の上の石板（厚9），石板（高90，厚5－

　　　　　　6，　幅は言己茸糞無し）

　葬異装餓：棺床四周・IO枚のパネルに浮彬と彩色。貼金の痕跡

　副葬品：石製桶（獅子と男性各2点）

　図　版二Musee　GUimet　2004

　　　　　　　　　　　　霊　葬異浮彫の内容とその解釈

　1　浮彫の主題

　7点の葬具の浮彫の主題をすべて述べることはできないので，複数の葬具に共通して現れ

るものを挙げておきたい。邸宅で杯を傾ける男女，葡萄の木の下で酒を飲む男たち（主入は

リュトンを持つ），馬・象・騙駝に乗って狩りをする男たち，馬に乗って出かける男女，楽

圃とダンサー，天幕とチュルク人，鞍をつけた馬，牛車，口を布（パダーム）で覆った祭司

（Miho棺床・三州出額・虞弘論義。国鳥石榔正面の祭潤は鳥の羽と足を持つ）。

2　浮彫の内容解釈

虞弘墓・安伽墓の発見により，以前から知られていた非漢民族を表す葬具はソグド入のも
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のであることが確実になった。資料の性質がはっきりし，同時にその数が増加したことによ

り，浮彫に表された内容の本格的な研究が開始された。2001年以降，虞弘・安伽墓の葬具

浮彫と，それまでに知られていた三点の葬異浮彫の図像を併せて検討する作業が行われてい

るle）。

・登場人物と儀式の比定

　ジュリアノとラーナーは，後にMihQ　Muse嚢mが所蔵するところとなった石棺床囲騨

の資料価値をいち早く認め，積極的に図像の検討を行ってきた［Juliano　2003；Juliano／

Lerner　1997a，　b，2001a，　b；Lerner　1995］。パネルの一枚にゾvアスター教の儀式（Afrin－

agan）が表されていること，そこには傷身行為をするチュルク人が表れていることに注目

し，この葬具が中国に移柱したソグド人のものであると推定した。他のパネルには，エフタ

ル人，漢人，鮮卑人が登場すること，またソグドで信仰されていた四留のナナ女神が表され

ていることも認められた。

　ペンジケントをはじめソグドの遺跡で出土した壁画の研究の第一人者であるB．マ

ルシャークは，サマルカンドの壁画の解釈を行った際に，安野臨屏に表された図像について

も検討し，両者にはゾロアスター教に由来する新年祭と先祖供養の場面が表されていると

みなした［Marshak　l994：12－6］。また彼に拠れば，虞弘葬具には馬に乗るミスラ神が，

Mlho葬具にはオクサスの神ワフシュが馬の姿で登場する［Marshak　2001：254；2004：35，

4玉］。

　姜伯勤は1999年からソグド入葬具の図像に関する論文を精力的に発表している［姜1999，

200ia，　b，　c，2002，2003a，　bi。近著騨印判響町術史研究』には，二丁が発表したこれらの論

文が再録されている他，燗々の葬具の検討結果に基づき，ソグド入の葬貝全体を考察する．

論考も加えられている。タイトルが示すとおり，著者の主な研究対象は中国に入ったゾUア

スター教の図像にあり，浮彫の図像中に脚下の神格や儀式を積極的に見出そうとしている。

例えば，下思一回には上述のミスラ神の他に，ウルスラグナ，アフラマズダー，アムシャ・

スプンタ6柱のうちの5柱など，全部で14柱の神格が登場すると述べる　〔姜2eeib，2GO2，

2004：297］．

　栄誉江は，かつて編纂史料や出土文書の中から，北朝・隔唐疇代の野物1内地のソグド人の

活動に関する情報を収集し，ソグド人の東方における活動をより具体的に示した［栄1999］。

ソグド人の葬具浮彫には中国のソグド入聚落内部の様子が反映されていると推定し，文献史

料と当該浮彫をつきあわせて，聚落の形態をより一層明らかにしょうと試みている［栄

10）図像の他に墓誌や遺体の処理方法が研究対象となっている。安伽墓の購道で見つかった人骨は

　分析の結果，50才を過ぎて死亡したコーカソイドの男性のものであることが判明し，安伽の遺骨

　であると断定された。虞弘墓で出土した人骨の分析も行われており，墓誌が伝える墓窯の民族性

　に合致する結果が出ているという［陳西省考宵研究所2003：92　一　102］。
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2001b，2004］。墓主の妻は漢人女性と1司じ服装で表されているため，従来の研究では妻は漢

人であるとみなされていた。しかし栄新江は墓誌資料を利上ヨして7世紀に死亡したソグド人

の婚姻形態を調査し，ほとんどの場合ソグド人の妻はソグドもしくは酉域出身者であること

を確認し，浮彫の女性が漢人ではないことを明らかにした。

　史霧葬異の浮羅はまだ十分に発表されていないが，右壁の園像は早くも楊軍凱によって検

討され，ゾロアスター教徒が死後に渡ると儒じていたチンワト橋を，墓主夫妻が渡っている

場面であると解釈された［楊2003］。

・m一マ・ペルシア・ソグド。インド・中国の美術の影響

　マルシャークは虞弘・天水葬異にワイン作りの様子が表されており，それらはローマのモ

チーフを借りていることを明らかにした［Marshak　2001：256，261］。張慶捷は虞珊珊翼に

認められるペルシアの図像の要素を指摘し　［張2003a］，　V．ラスポーポヴァはMiho葬具と

ソグドの壁画を比較している　［Raspopova　2004］。　P．リブーはVahid　Koorosコレクショ

ンの葬具にインド美術の影響を認めている　［Mus6e　Guimet　2004：43　一一　7］。ジュリァノと

ラーナーは早くに，Miho葬具に表される鞍をつけた馬と牛車が北朝期の墓葬美術に頻出す

るモチーフであることを指摘しているが［Juliano／Lemer　1997コ，これに対してP．リブー

は鞍を付けた馬の七三には，中国とイランの両文化の要素を認める必要があると主張する

［RibOttd　2003］。筆者もソグド人葬輿浮膨に北朝の墓葬美術と仏教美術の影響が認められる

ことを指摘した［影山2003：　123　一8］。安陽・Miho・震弘・安伽葬具には，門主夫妻がダ

ンスを観賞している場面があるが，このダンスは文献で知られる　「胡旋舞」または「胡騰

舞」を表すとされ，多くの研究者が注iヨしている11）［Juliano／Lerner　2001a；栄2001a；姜

2003b；Musee　Guimet　2004：37－42］。三新江は震弘葬具のダンサーと同じ姿勢のダンサー

が，寧夏塩池県で発掘され700年頃に「六二州」のソグド人が葬られたと推定される墓の石

門と，ソグド出土のオッスアリに表されていることに注止している。但しラーナーが指摘す

るように，ソグド人当興の図像との比較のために引き合いに出されるソグドの壁痴やオッス

アリの大半は，葬具よりも遅く7世紀多くは8世紀のものであることに注意しなければなら

ない12）。

　モチーフの起源の他に描写方法も検討されている。ジュリアノはソグド人肥翼の1ヌ1像にお

ける空間の表現方法（遠近法）は申言絵画に見られる技法と同じであるとし，葬異を製作し

li）2004年4月の北京での学会で（本稿注2参照），張慶捷はこの問題について重要な晃解を発表

　した。

12）　この指摘は，かってJuliano　2003とともにインターネット上に公開された論文（J．　A．　Lerner，

　What　is　Sogdian　about　the　funerary　furniture　from　Northern　China？　｝low　the　dipiction

　of　space　can　answer　this　question）の要約の中で発表されたが，その後彼女はそれを瑚の論文

　に差し替えた。しかし重要な批判であると思うので雷及した。
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た石工は漢人であるという結論を導いている［JuliaRO　2003］。ちなみにマルシャーク，ラ

スポーポヴァ，カーターも石工は漢人であると考えている。ラスポープヴァは，ソグド本土

では石刻が全く行われなかったことをその証拠として挙げている［Raspopova　2004：58］。

これに対して筆者は石工がソグド人であったと推定する。その根拠は，本葬臭のソグド人の

容貌は自然で，北朝期の壁颪に描かれるソグド人のように戯画化されていないことである

［影山2003：127－8］Q

・「図像プログラム」の解明

　パネルは長方形の枠によって区切られているが，個々の図像は一つのテーマによってつな

がっており，しかるべき順番で並べられているとの前提に立ち，そのテーマ，すなわち「図

像プログラム」を解明する試みがなされている［姜1999，2◎01b，　c，20G2，2003a；張2GO　1；栄

20e2；　Rong　2eO3）．

・個々の葬具の図像が持つ独自性（時代差・地域差）

　7点の葬異は図像においても技法においてもそれぞれ異なる特徴を持っている。マル

シャークはソグド人の脳性が進むにつれて葬翼の図像が中国風になると考え，安陽葬翼が最

も古く，Miho，安伽，響町，天水の順で続くと主張する［Marshak　2001：263－4］。一方，

ジュリアノとラーナーはこの違いを地方ごとに異なった流派が存在した結果であるとする

［Juliano／Lerner　20e1a］。隅聴期に断じ地域に葬られた安伽と史君の葬具は，今後この問

題を解く鍵となるであろう。

結びにかえて

　最後に上で挙げた青州出土の石板の線刻画について述べておきたい［鄭2◎01；姜2003c］。

この葬異の主人は鮮卑人の服装をしていてソグド入ではないが，複数の石板にソグド商人

が表されている。響岩は本葬輿にソグド人の葬具の図像が借用されていると述べている。ま

た最近太原で発掘された北斉の墓壁薩にも西域美術の影響が認められている　［栄2003；羅

2003］。漢人の葬具を模倣して製作されたソグド人の葬具が，次第に漢人の墓葬美術に影響

を与えるようになった可能性が以前から指摘されているが［Rawson　2001］，今後の研究が

期待される。

　虞弘墓と安伽墓の衝撃的な発見からわずか数年で，ソグド人葬異の研究はめざましい成果

をあげている。これまでに指摘された他の地域の美術の影響が，いっどのようにして中国の

ソグド人に及んだのか，その際ソグドのソグド人は仲介者の役割を果たしたのか，といった

問題へと今後議論は進んでいくであろう。造形資料に表された神像の比定は，ソグド本土の

壁画研究の主要な課題でもあるが，ゾロアスター教文献に精通する研究者による慎重な分析

が待たれる。
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